
１１．ＦＤの共同実施（分野別・合同ＦＤ、共同教務委員会の実施）

松山大学薬学部・松岡一郎
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要約
2006年における「臨床に重点を置いた」6年制教育への移行および2015年からの「学習成果基盤型教育（OBE）」を取り入れた改訂モデル・コアカリキュラムの実施を経て、現在、薬剤師養成のための薬学教育は、その目標や教育手法の点において大きな変革期を迎えている。この取り組みにおいては、連携事業に参加している四国4薬学部における薬学教育の質の向上を目的として、幅広い薬学教育領域において各教育分野に固有の問題を扱う分野別FD研修活動および6年制薬学教育全般を扱う合同FD活動を年度ごとに定期的に行った。さらに、4薬学部の事業推進委員と教務委員長が参加して討議を行う共同教務委員会を定期的に開催した。これらの成果として、4薬学部間の分野ごとの教員間の交流が盛んになり、分野毎に固有な問題に対する意識の共有ができると共に、従来型の「教える教育」から脱却した人材養成（薬剤師養成）の目標を明確にした「学び」に焦点を当てて達成度を評価するOBEの浸透を進めることができた。今後は、連携事業の終了後においても、遠隔授業システム等を活用して、4薬学部間の教員交流やFD活動を維持して、さらなる薬学教育の質の向上を図りたい。
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１．目的
これまでの日本の大学における薬学教育は、実績ある生命科学・創薬研究の伝統を背景として基礎薬学（基礎科学）の教育と研究、すなわち研究者養成に重点を置いており、必ずしも薬剤師の実践力の養成を重視してこなかった。しかし、現代の日本社会における急速な高齢化の進展や医療の高度化を背景として、薬剤師養成のため薬学教育が4年制から分かれて6年制に移行したことを契機として、薬剤師養成教育の質の向上が強く求められることとなった。そして新しい6年制教育においては、従来の知識の伝授に偏重した教育ではなく、医療現場での薬剤師の実践を想定した、倫理観、コミュニケーション力、問題解決能力などの養成が強く求められることになった。このことは、改訂モデル・コアカリキュラムに」「学習成果基盤型教育（OBE）が取り入れられたことにより、さらに明確となった。しかい、これらの新しい薬学教育のあり方は、薬学部教員の多くにとっても従来からの発想の転換を求められるものであり、教員相互のFD活動や人材養成の目標を重視したカリキュラム設計が求められている。そこで、四国4薬学部連携事業においては、個々の薬学教育分野に固有の問題を扱う分野別FD研修会、薬学教育全般を扱う合同FD活動、さらに4薬学部の薬学教育の責任者が参加して討議を行う共同教務委員会等を定期的に開催して、OBEに必要な、教育目標の明確化や新しい教育手法の紹介・導入等を行い、教員の意識改革や教育の質向上を目指すこととした。

２．活動内容
（1） ４薬学部合同ＦＤ
平成24年度から25年度にかけて本連携事業補助金による遠隔授業システムの導入が完了したので、このシステムを活用して毎年1－2回程度、分野横断的な合同FD研修会（講演会）を開催した。
H25年度
第１回ＦＤ研修会（9月25日：松山大学）
「医療人養成教育―医学教育からのヒント」
岐阜大学医学教育開発研究センター 藤崎和彦　教授

第２回ＦＤ研修会（11月7日：松山大学）
「昭和大学における医療人養成を目標とした薬学教育改善の試み」
昭和大学薬学部 中村明弘　教授

H26年度
FD講演会１（3月6日：松山大学）
「医療人教育におけるモデル・コアカリキュラムとアウトカム・ベースのカリキュラム構築」
愛媛大学 教育・学生支援機構副機構長，教育企画室長　小林直人教授

FD講演会2（3月6日：徳島文理大学）
「徳島文理大学薬学部のカリキュラム改革」
徳島文理大学　角大悟　准教授

H27年度
FD講演会１（2月29日：松山大学）
「ICTを利用した統合型薬物治療学の実践」
～学習方略としてのPBLと学習評価～
名城大学薬学部　医薬情報センター　大津史子　教授
　　　　　　　　
FD講演会2-3（2月29日：松山大学）
「症例に基づく学部合同チーム医療教育」
～ 企画と運営 ～
兵庫医科大学　医学教育センター　成瀬均　教授
～ 実践と成果 ～
兵庫医療大学　共通教育センター　常見幸　講師

H28年度
第1回FD講演会（7月13日：松山大学）
「医薬品適正使用のための医療コミュニケーション教育の重要性
東京理科大学薬学部　佐藤嗣道講師

第2回FD講演会（12月20日：松山大学）
「６年制薬学教育の現状と今後のあり方」
大阪大学薬学部 平田収正　教授
「６年制薬学教育における新たな試み - パフォーマンスを評価する」
摂南大学薬学部 安原智久　准教授

（２）４学部分野別FD
平成24-28年度（H26年度を除く）に、以下の7つの分科会に分かれた専門分野別FD研修会を開催して、各専門分野の教育上の問題点や新しい教育手法の導入などについて議論した。

· 物理・化学・生物分野： 
· 衛生分野：
· 薬理分野：
· 薬剤分野：
· 病態・薬物治療分野： 
· 実務分野： 
· 法規・制度・倫理分野： 
なお、H27-28年度においては、各分野固有の問題以外に､以下の共通テーマについても話し合った。
H27年度：改訂モデル・コアカリキュラムへの各学部の対応について
H28年度：PBL症例・事例に各分野がどのように寄与するか？

（3） ４薬学部共同教務委員会
平成25年度より毎年1回、会場を各学部持ち回りとして、四国3大学4薬学部の学部長、教務委員長等の参加による共同教務委員会を開催して、以下の議題について話し合った。

H25年度：平成25年10月27日（日）松山大学薬学部
議題１：新薬学教育モデル・コアカリキュラムに対する４薬学部の対応
議題２：遠隔講義システムを用いた４薬学共同講義の選定

H26年度：平成27年3月2日（月）松山大学薬学部
議題１：新薬学教育モデル・コアカリキュラムに対する４薬学部の対応とその後について
議題２：遠隔講義システムを用いた４薬学共同講義の具体化

H27年度：平成28年3月4日（金）徳島大学薬学部
議題1：千葉大学との連携に伴う，教務関連の共同実施事業について
議題2：新薬学教育モデル・コアカリキュラムに対する4薬学部の対応
報告1：Regis大学(アメリカ)のアクティブ・ラーニングの体験談
報告2：徳島大学のアクティブ・ラーニングについて
報告3：オーストラリアの薬学教育
報告4：Univ. of British Columbia (カナダ)の薬学教育

H28年度：平成28年12月21日（水）徳島文理大学
議題１．改訂コアカリに対応した実務実習ならびに事前学習の準備状況
議題２．臨床系教員の臨床能力維持に対する大学としての取り組み
議題３．多職種連携教育（IPE）の現状と課題
議題４．科目横断による統合型教育の現状と課題
議題５．改訂コアカリA（基本事項）・B（薬学と社会）およびアクティブ・　　ラーニングのカリキュラムマップ

３．成果
（1） 4学部合同FD
遠隔授業システムを活用して延べ10回の講演が行われ、それぞれの活発な質疑応答および討論を通じて多くの成果が得られた。特に当初の講演会では、医療人養成に焦点が置かれ、先進校の事例紹介をもとにして、従来の基礎科学研究における人材養成と異なり、コミュニケーション能力育成や医療者として患者を中心に置いた態度や価値観の醸成の重要性について学ぶことができた。次いで、アクティブ・ラーニング（PBL/TBL等）の導入事例が多く紹介され、改訂コアカリキュラムで求められる学習成果基盤型教育（OBE）についても見識を深めることができた。さらに、6年制教育で充実が求められる臨床薬学教育（薬物治療学等）や「医薬品の適正使用」の教育についても、代表的8大疾患に対するアクティブ・ラーニング事例や薬害教育・医療倫理教育の事例をもとに学ぶことができた。また、6年制薬学教育においては、実務実習・卒業研究の両者を含めて卒業時のパフォーマンスを評価することが最終的に重要であることを学ぶことができた。

（2） 専門分野別FD研修会
全国の各薬学部では、薬剤師養成のための幅広い薬学専門分野を限られた数の担当教員で教育しなければならない。したがって、1つの学部における特定の薬学専門分野における担当教員は極めて少数であることが常態化している。本事業において、ほぼ毎年度に1回の専門分野別FD研修会を実施したことは、四国3大学4薬学部の特定分野の教員が一堂に会して、6年制に移行して間もない薬学教育の現状について意見交換を行い、視野を広げてさらなる改善策を検討するための絶好の機会となった。当初の専門分野別FD研修会では、おもに、各分野の現状や薬学生の基礎学力・学習姿勢などが話題になった。その後、薬学教育モデル・コアカリキュラムの改訂を受けて、これについての対応状況が主たる関心事となった。中でも、学習成果基盤型教育（OBE）を、アクティブ・ラーニングを取り入れながら、どのように実施して、どのように評価するかなどである。また、臨床に重きを置く、6年制薬学教育において基礎系薬学分野がどのように臨床系分野の教育に貢献できるかなどが重要なテーマとなり、各分野に固有のテーマ以外に、分野横断の共通テーマとして「PBL症例・事例に、各分野がどのように寄与するか？」についても意見交換と具体的提案が行われた。

（3） ４薬学部共同教務委員会
四国3大学4薬学部の学部長、教務委員長等が参加して、薬学教育の改善を共通テーマとして、年度毎に議論を重ねることにより、各学部間の薬学教育の方針策定に対する意識共有が行われ､薬学教育の改善に対する意欲が高まった。当初の議論は、改訂コアカリキュラムへの各学部の対応に焦点が当てられた。また、導入されて間もない遠隔授業システムの活用法が取り上げられ、遠隔授業システムを用いて各学部の特徴ある講義（薬学史、災害医療等）を集録・配信する仕組みを構築することが同意され、遠隔システムの利用推進が始まった。次いで、本事業で並行して実施されている海外薬学教育視察についての報告がなされると共に、能動的学習（アクティブ・ラーニング）および分野横断型の統合教育の導入方法や医療現場で求められるようになってきた多職種連携教育についての議論が活発に行われるようになった。


[bookmark: _GoBack]４．今後の予定
本連携事業におけるＦＤの共同実施（合同ＦＤ・分野別FDの実施および共同教務委員会開催）の成果として、4薬学部間の分野ごとの教員間の交流が盛んになり、分野毎に固有な問題に対する意識の共有ができると共に、従来型の「教える教育」から脱却した人材養成（薬剤師養成）の目標を明確にした「学び」に焦点を当てて達成度を評価するOBEの浸透を進めることができた。今後は連携事業の終了後においても、遠隔授業システム等を活用して、4薬学部間の定期的な教員交流やFD活動を維持して、さらなる薬学教育の質の向上を図りたい。
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